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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３個以上のセッションを持つマルチセッションのディスク再生装置用のレンズクリーニ
ングディスクにおいて、
　前記３個以上のセッションの内、最初と最後のセッションに挟まれたセッション内にお
ける第１トラックのポーズ区間にクリーニング用部材を備えたことを特徴とするレンズク
リーニングディスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、マルチセッションを有するディスク再生装置のピックアップレンズをクリ
ーニングするレンズクリーニングディスクに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通常、ＣＤプレーヤ等のディスク再生装置では、コンパクトディスクに正対する光学レ
ンズを介して記録信号を読み取るが、この光学レンズ即ちピックアップレンズの表面に空
気中の浮遊塵や線維屑等の異物が付着すると、信号の読み取りエラーを生じ、再生特性が
低下する。
　そこで、このような不具合を解消し、ピックアップレンズをクリーニングするために、
従来、コンパクトディスクと実質的に同一形状のレンズクリーニングディスクを用い、複
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数のブラシ毛を束ねた毛束を、そのディスク表面に渦巻状に分散配置したものがある（例
えば、特許文献１参照）。
　このレンズクリーニングディスクは、リードインエリアの外線から微小距離分外側に仮
想原点を設定し、仮想原点から半時計方向へ４５度ずつ位相をずらし、さらに位相がずれ
るごとに所定の距離ずつずらして植設中心を設定し、各植設中心に毛束を植設している。
【０００３】
【特許文献１】特公平０６－１０３５４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記のような従来のレンズクリーニングディスクの場合には、多くのディス
ク再生装置がＴＯＣ（Ｔａｂｌｅ　Ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ）周辺でフォーカスＯＮ制御
を実行するので、ディスク再生装置によっては、植設された毛束に接触してフォーカスＯ
Ｎの動作を完了することができず、次のモードに遷移できなくなり、その結果、一連のク
リーニング動作を完了できないという問題点があった。
　また、再生開始時におけるＴＯＣ移動時とＴＯＣ再生後にクリーニングを実行するので
、レンズクリーニングディスク上の非常に狭い領域に毛束を植設する必要があり、そのた
め、正確な位置に毛束を植設する必要があるのと同時に、植設する毛束の数を増やすこと
は非常に困難であった。
　また、プログラムエリアに毛束を植設した場合は、ディスク再生装置の誤り検出機能が
働き、一連のクリーニング動作を完了できないという問題点や、ピックアップにクリーニ
ング用部材が接触した際に、誤動作や雑音が発生する等の問題点があった。
　また、ピックアップがクリーニング用部材上を通過する回数が少なかったので、十分な
レンズクリーニング効果を得ることは困難であった。
【０００５】
　この発明は、前記のような課題を解決するためになされたもので、ピックアップレンズ
を効率よく確実にクリーニングできると共にクリーニング用部材の設計自由度を拡大でき
、また、クリーニング動作時の誤動作や雑音等の発生を防ぎ、しかも同じ数のクリーニン
グ用部材を植設していても大きなレンズクリーニング効果が得られるレンズクリーニング
ディスクを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係るレンズクリーニングディスクは、３個以上のセッションの内、最初と最
後のセッションに挟まれたセッション内における第１トラックのポーズ区間にクリーニン
グ用部材を配置したものである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、３個以上のセッションの内、最初と最後のセッションに挟まれたセ
ッション内における第１トラックのポーズ区間にクリーニング用部材を配置したレンズク
リーニングディスクにしたので、誤動作や雑音等の発生を防ぐとともに、ピックアップが
往復する回数が増加し、ピックアップレンズがクリーニング用部材に触れる回数が増える
ことで同じ数のクリーニング用部材を植設しても大きなレンズクリーニング効果を得られ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、この発明の実施の一形態を説明する。
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１によるレンズクリーニングディスクの構造を示す構成
図である。
　本実施の形態におけるレンズクリーニングディスクＬＣＤは、２つのセッションから構
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成されており、第１セッションはリードインエリア（ＬＩ１）１、プログラムエリア（Ｐ
１）２、リードアウトエリア（ＬＯ１）３の３つの領域から構成され、これと同様に第２
セッションはリードインエリア（ＬＩ２）４、プログラムエリア（Ｐ２）５、リードアウ
トエリア（ＬＯ２）６の３つの領域から構成されている。
【０００９】
　また、本実施の形態では、このレンズクリーニングディスクＬＣＤの第１セッションの
プログラムエリア（Ｐ１）２内に複数のクリーニング用部材７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄが植
設される。つまり、これらのクリーニング用部材７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄは、リードイン
エリア（ＬＩ１）１より外径側のデータエリアつまりプログラムエリア（Ｐ１）２内に設
けられている。
　次に、このレンズクリーニングディスクＬＣＤのデータ構成を、図２を参照して説明す
る。
【００１０】
　図２（ａ）は、実質的にサブコーティングフレームフォーマットを示すもので、フレー
ム９８個を集めたものを１ブロックと称する。また、図２（ｂ）のフレームフォーマット
に示すように、音楽データＬＲ２チャンネルの各６サンプル分のデータすなわち２４（＝
１２×２）シンボル相当のデータとパリティ８（４×２）シンボルの３２シンボルとサブ
コーディング１シンボルとフレーム同期信号１シンボルとで１フレーム（５８８ビット）
を構成している。つまり、フレーム同期信号１シンボル＝２４ビット、サブコーディング
１シンボル＝１４ビット、ディジタルオーディオのデータとパリティ３２シンボル＝３２
×１４ビット、そして、各シンボルの結合のための３ビットずつが用意され、総計５８８
ビットからなる１つのフレームが構成されている。
【００１１】
　１フレームの中に所謂ＥＦＭ変調による８ビット分のサブコーディングが割り当てられ
ているが、その各々のビットは、図２（ｃ）に示すように、Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｕ，Ｖ，Ｗ
チャンネルと呼ばれており、この各々のチャンネルは１ブロック中の各９８個存在する。
そして、この８ビットの用途は、第１に、曲の頭だしや、予め設定された順序に従って再
生するプログラム機能を持たせること、第２に、ディスプレイ等、これまでのＬＰレコー
ドでは出来なかった種々の楽しみ方ができるようにすることであるが、上記第１の用途に
Ｐ，Ｑの２ビットが、第２の用途にＲからＷまでの６ビットが使用される。この中で、特
に、Ｑチャンネルの内容によって、図３に示すように意味付けがされている。
【００１２】
　図３は、サブコーディングにおけるＱチャンネルの内容を示すもので、図３（ａ）はリ
ードインエリア（ＴＯＣ）内のデータ構造、図３（ｂ）はプログラムエリアのデータ構造
、図３（ｃ）はリードアウトエリアのデータ構造をそれぞれ表している。
　図３（ａ）のように、ＴＮＯ（検索番号）が００のときはリードインエリア、図３（ｂ
）のように、ＴＮＯが０１～９９のときプログラムエリア、図３（ｃ）のように、ＴＮＯ
がＡＡのときはリードアウトエリアであることを示し、さらにその他のＱチャンネルの内
容により詳細な意味を示す。
【００１３】
　図３（ａ）に示すリードインエリア内のＱチャンネルデータは、ＴＯＣと呼ばれ、プロ
グラムエリアの開始位置等の情報が記録されており、ディスク再生装置はこれらのＱチャ
ンネルの内容を使用することにより、頭出し等の再生制御が可能になる。因みに、図３（
ａ）におけるＰＯＩＮＴ：００～９９はその数字で示される各楽章が始まる絶対時間、即
ちＰＭＩＮ，ＰＳＥＣ，ＰＦＲＡＭＥにて各トラックが始まる絶対時間を表し、ＰＯＩＮ
Ｔ：Ａ０はＰＭＩＮにて最初の楽章番号、ＰＳＥＣにてセッションの種類を表し、ＰＯＩ
ＮＴ：Ａ１はＰＭＩＮにて最後の楽章番号を表し、ＰＯＩＮＴ：Ａ２はＰＭＩＮ，ＰＳＥ
Ｃ，ＰＦＲＡＭＥにてリードアウトが始まる絶対時間を表し、ＰＯＩＮＴ：Ｂ０はこのデ
ィスクがマルチセッションディスクであり、ＭＩＮ，ＳＥＣ，ＦＲＡＭＥにて次のセクシ
ョンのプログラムエリアが始まる絶対時間、ＭＩＮ，ＳＥＣ，ＦＲＡＭＥが全てＦＦのと
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きかＢＯが存在しないときは最終セクションであることを表す。
　また、図３（ｂ）におけるＩＮＤＥＸ：０はポーズ区間を表し、ＩＮＤＥＸ：００～９
９はＩＮＤＥＸ番号を表す。
【００１４】
　次に、レンズクリーニングディスクをディスク再生装置にて再生した場合の動作を、図
４を参照して説明する。この図４において、ディスクの構成は図１と同様であり、矢印（
１）～（３）は再生順を示す。なお、図４におけるクリーニング用部材７は、図１の第１
セッションのプログラムエリア（Ｐ１）２内に植設されている複数のクリーニング用部材
７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄの１つを代表的に示すものである。
【００１５】
　いま、ディスク再生装置にてレンズクリーニングディスクを再生したとき、まずピック
アップ（図示せず）の先端に取り付けられたピックアップレンズ８は所定の位置例えば第
１セッションのプログラムエリア（Ｐ１）２の先頭近傍でフォーカスＯＮする。その後ピ
ックアップレンズ８は、矢印（１）で示すようにリードインエリア（ＬＩ１）１に移動し
、ピックアップにより第１セッションのＴＯＣを読み取る。
【００１６】
　その後ピックアップレンズ８は、矢印（２）で示すように第２セッションのリードイン
エリア（ＬＩ２）４に移動し、ピックアップにより第２セッションのＴＯＣを読み取る。
この過程でピックアップレンズ８はクリーニング用部材７に接触する（１回目）。その後
、さらにピックアップレンズ８は、矢印（３）で示すように第１セッションのプログラム
エリア（Ｐ１）２の先頭に移動して、ピックアップはこの位置から再生を開始する。この
過程でピックアップレンズ８はクリーニング用部材７に接触する（２回目）。このとき、
プログラムエリア（Ｐ１）２の先頭には、「クリーニングが終了したので、ディスクを取
り出してください」等の音声が記録されている。
【００１７】
　以上のように、この実施の形態１によれば、最初のセッションであるリードインエリア
より外側から最後のセッションである第２セッションの開始点までの領域にクリーニング
用部材を配置したレンズクリーニングディスクを用いて再生動作を実行することにより、
ピックアップレンズを２回クリーニング用部材と接触させ、ピックアップレンズに対する
レンズクリーニングを実行することができ、以って、ピックアップレンズを効率よく確実
にクリーニングできると共に、クリーニング用部材の植設可能な領域を広く確保して、ク
リーニング用部材の設計自由度を拡大できる。また、実質的にマルチセッションディスク
におけるＴＯＣ読み取り動作を利用してクリーニングするため、ＣＤオーディオプレーヤ
でも、ＣＤ－ＲＯＭプレーヤでも対応可能で汎用性のあるレンズクリーニングディスクを
得ることができる。
【００１８】
実施の形態２．
　図５は、この発明の実施の形態２によるレンズクリーニングディスクの構成を示す図で
ある。
　本実施の形態におけるレンズクリーニングディスクも、２つのセッションから構成され
、第１セッションはリードインエリア（ＬＩ１）１、プログラムエリア（Ｐ１）２、リー
ドアウトエリア（ＬＯ１）３の３つの領域から構成され、第２セッションはリードインエ
リア（ＬＩ２）４、プログラムエリア（Ｐ２）５、リードアウトエリア（ＬＯ２）６の３
つの領域から構成されるのは、上記実施の形態１と同様である。
【００１９】
　そして、本実施の形態におけるレンズクリーニングディスクにおいては、第１セッショ
ンはプログラムエリア（Ｐ１）２の先頭部にポーズ区間９が配置される。このポーズ区間
９は上述の図３（ｂ）からも分かるように、ＩＮＤＥＸ００が記録されている区間である
。
　また、本実施の形態では、少なくとも１つのセッション内において第１トラックのポー
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ズ区間にクリーニング用部材を設ける。即ち、例えば、図５に示すように、プログラムエ
リア（Ｐ１）２の先頭部にあるポーズ区間９にクリーニング用部材７を植設する。
【００２０】
　次に、レンズクリーニングディスクをディスク再生装置にて再生した場合の動作を、図
５を参照して説明する。なお、図５において、ディスクの構成は図１と同様であり、矢印
（１）～（３）は再生順を示す。
　いま、ディスク再生装置にてレンズクリーニングディスクを再生したとき、まずピック
アップ（図示せず）の先端に取り付けられたピックアップレンズ８は所定の位置例えば第
１セッションのプログラムエリア（Ｐ１）２の先頭部にあるポーズ区間９の先頭近傍でフ
ォーカスＯＮする。その後ピックアップレンズ８は、矢印（１）で示すようにリードイン
エリア（ＬＩ１）１に移動し、ピックアップにより第１セッションのＴＯＣを読み取る。
その後ピックアップレンズ８は、矢印（２）で示すように第２セッションのリードインエ
リア（ＬＩ２）４に移動し、ピックアップにより第２セッションのＴＯＣを読み取る。こ
の過程でピックアップレンズ８はクリーニング用部材７に接触する（１回目）。
【００２１】
　その後、ピックアップレンズ８は、矢印（３）で示すように第１セッションのプログラ
ムエリア（Ｐ１）２の先頭に移動し、ピックアップにより第１セッションのＴＯＣ情報に
従い、第１セッション、第１トラックのポーズ区間９の終了後のプログラムエリア（Ｐ１
）２を再生する。なお、この部分即ちプログラムエリア（Ｐ１）２の先頭には、「クリー
ニングが終了したので、ディスクを取り出してください」等の音声が記録されている。
【００２２】
　従って、多くのディスク再生装置は、再生開始後、ＴＯＣ情報を元に第１トラックの再
生位置にピックアップを移動して再生するが、ＴＯＣ情報はポーズ終了後の位置が記憶し
てあるため、この実施の形態２のように、ポーズ区間９にクリーニング用部材７を植設し
ていれば、再生中にピックアップレンズ８がクリーニング用部材７に接触するのでなく、
第１トラックに移動する過程でクリーニング用部材７に接触するため、誤動作や雑音等の
発生が防止される。
【００２３】
　以上のように、この実施の形態２によれば、少なくとも１つのセッション内において第
１トラックのポーズ区間にクリーニング部材を設けてピックアップレンズをクリーニング
用部材に１回接触させることで、ピックアップレンズのクリーニングを実行することがで
き、また、クリーニング用部材は第１トラックのポーズ区間に植設されており、このポー
ズ区間を除いて再生を行うため、誤動作や雑音等の発生を防ぐことが可能である。
【００２４】
実施の形態３．
　図６は、この発明の実施の形態３によるレンズクリーニングディスクの構成を示す図で
ある。
　本実施の形態におけるレンズクリーニングディスクは、３つのセッションから構成され
、第１セッションはリードインエリア（ＬＩ１）１、プログラムエリア（Ｐ１）２、リー
ドアウトエリア（ＬＯ１）３の３つの領域から構成され、第２セッションはリードインエ
リア（ＬＩ２）４、プログラムエリア（Ｐ２）５、リードアウトエリア（ＬＯ２）６の３
つの領域から構成され、同様に第３セッションはリードインエリア（ＬＩ３）１１、プロ
グラムエリア（Ｐ３）１２、リードアウトエリア（ＬＯ３）１３の３つの領域から構成さ
れている。
【００２５】
　そして、本実施の形態におけるレンズクリーニングディスクにおいては、第１セッショ
ンはプログラムエリア（Ｐ１）２の先頭部にポーズ区間９が配置され、第２セッションは
プログラムエリア（Ｐ２）５の先頭部にポーズ区間１０が配置され、第３セッションはプ
ログラムエリア（Ｐ３）１２の先頭部にポーズ区間１４が配置される。これらのポーズ区
間９，１０，１４も上述の図３（ｂ）からも分かるように、ＩＮＤＥＸ００が記録されて
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いる区間である。
【００２６】
　また、本実施の形態では、３個のセッションの内、最初と最後のセッションに挟まれた
セッション、つまり第１セッションと第３セッションに挟まれた第２セッションにクリー
ニング用部材７を設ける。即ち、図６に示すように、第２セッションのプログラムエリア
（Ｐ２）５内（のポーズ区間１０）にクリーニング用部材７を植設する。
【００２７】
　次に、レンズクリーニングディスクをディスク再生装置にて再生した場合の動作を、図
６を参照して説明する。なお、図６において、ディスクの構成は図１のものに、さらに１
つセッションが追加された場合を考えればよく、矢印（１）～（６）は再生順を示す。
　いま、ディスク再生装置にてレンズクリーニングディスクを再生したとき、まずピック
アップ（図示せず）の先端に取り付けられたピックアップレンズ８は所定の位置例えば第
１セッションのプログラムエリア（Ｐ１）２の先頭部にあるポーズ区間９の先頭近傍でフ
ォーカスＯＮする。その後ピックアップレンズ８は、矢印（１）で示すようにリードイン
エリア（ＬＩ１）１に移動し、ピックアップにより第１セッションのＴＯＣを読み取る。
【００２８】
　その後ピックアップレンズ８は、矢印（２）で示すように第２セッションのリードイン
エリア（ＬＩ２）４に移動し、ピックアップ本体により第２セッションのＴＯＣを読み取
る。その後ピックアップレンズ８は、リードインエリア（ＬＩ３）に移動し、ピックアッ
プにより第３セッションのＴＯＣを読み取る。この過程でピックアップレンズ８はクリー
ニング用部材７に接触する（１回目）。その後、ピックアップレンズ８は、矢印（４）で
示すように第１セッションのプログラムエリア（Ｐ１）２の先頭に移動し、ピックアップ
により第１セッションのＴＯＣ情報に従い、第１セッション、第１トラックのポーズ区間
９の終了後のプログラムエリア（Ｐ１）２を再生する。この過程でピックアップレンズ８
はクリーニング用部材７に接触する（２回目）。
【００２９】
　その後、ピックアップレンズ８は、矢印（５）で示すように第２セッションのプログラ
ムエリア（Ｐ２）５の先頭に移動し、ピックアップにより第２セッションのＴＯＣ情報に
従い、第２セッション、第１トラックのポーズ区間１０の終了後のプログラムエリア（Ｐ
２）５を再生する。この部分に、「クリーニングが終了したので、ディスクを取り出して
ください」等の音声が記録されている。また、この過程でピックアップレンズ８はクリー
ニング用部材７に接触する（３回目）。
【００３０】
　以上のように、この実施の形態３によれば、３個のセッションを設け、最初と最後のセ
ッションに挟まれたセッション、つまり第２のセッションにクリーニング用部材を設けた
レンズクリーニングディスクを用いて再生動作を実行することにより、ピックアップレン
ズは３回クリーニング用部材と接触し、このときのレンズクリーニングが実行される。従
って、ピックアップが往復する回数が増加し、ピックアップレンズがクリーニング用部材
に触れる回数が増え、この結果、同じ数のクリーニング用部材を植設していても大きなレ
ンズクリーニング効果が得られる。なお、上記では、セッションが３つの場合であるが、
これを超える複数のセッションの場合も同様に適用でき、同様の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】この発明の実施の形態１によるレンズクリーニングディスクの構造を示す構成図
である。
【図２】この発明の実施の形態１によるレンズクリーニングディスクのデータ構成を説明
するための図である。
【図３】この発明の実施の形態１によるレンズクリーニングディスクのサブコーディング
におけるＱチャンネルの内容を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態１によるレンズクリーニングディスクの再生動作を説明す
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るための図である。
【図５】この発明の実施の形態２によるレンズクリーニングディスクの構成を示す図であ
る。
【図６】この発明の実施の形態３によるレンズクリーニングディスクの構成を示す図であ
る。
【符号の説明】
【００３２】
　１　リードインエリア（ＬＩ１）、２　プログラムエリア（Ｐ１）、３　リードアウト
エリア（ＬＯ１）、４　リードインエリア（ＬＩ２）、５　プログラムエリア（Ｐ２）、
６　リードアウトエリア（ＬＯ２）、７，７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄ　クリーニング用部材
、８　ピックアップレンズ、９，１０，１４　ポーズ区間、１１　リードインエリア（Ｌ
Ｉ３）、１２　プログラムエリア（Ｐ３）、１３　リードアウトエリア（ＬＯ３）。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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